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　管理項目   目的 マイルストーン マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

A1 1 総務部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A1:窓口サー
ビスの改革

書かない窓口
の実現

・書かない・行か
ない・移動しない
窓口の実現
・市民及び窓口
担当者の負担
軽減につながる
業務改革

・窓口受付時のチェッ
クリストの完成
・ライフイベント関連の
各課様式の見直し、
データ連携活用（現
状できるところ）
・システム導入（受付
時の情報自動読み取
りなど）のための仕様
決定、予算化

・現行プロセスの把握
・先進事例の視察
（深谷市）
・書かない窓口のプロ
セス設計・実装
・様式見直し、プロセ
ス改善

・システムに
おける案内
書フロー作
成
・申請書の
様式レイア
ウト見直し

・自動読み取
り、データ連携
などデジタル対
応
・R9年１月の
牧の原出張所
（新）で「書か
ない窓口」運用
開始​

書かない窓口の実
装拠点
・本庁市民課窓
口
・千葉NT中央出
張所
・牧の原出張所
（新）

窓口担当課との
データ連携

理想の窓口像
について検討委
員会で決定し
事務局で修正
中。
理想の窓口に
向けての課題を
実施していく。

☀ 継続

A1 2 総務部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A1:窓口サー
ビスの改革

窓口時間の
短縮

・市民サービスの
タイパ最適化
・業務改善/市
民サービス向上
のための検討/推
進の時間創出

・窓口時間短縮実施
方針作成
・窓口時間短縮のた
めのR8当初予算確
保

窓口時間のToBe検
討、実施に向けた課
題整理とアクション実
施

窓口時間
短縮のため
のR8当初
予算確保

各課等ヒアリン
グ実施中

☀ 継続

A1 3 総務部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A1:窓口サー
ビスの改革

窓口手続きの
ワンストップ化

主に本庁に来れ
ない市民の利便
性向上

本庁の市民課でワン
ストップとなりえる各課
業務のリストを決定す
る。

・地域住民に寄りそう
窓口機能の再配置

・住民の相
談がなく、
市民課に
おいて受付
代行となる
各課業務
のリスト決
定

各課照会文書
の回答より受付
代行となる手続
きを整理中。総
務課の会議に
８月から参加

☀ 継続

A1 4 市民部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A1:窓口サー
ビスの改革

窓口業務改
善

窓口業務の効
率化

改善実施数:60（要
望数60個）

・窓口職員（人材派
遣）からの改善要望
リストを元に改善を実
施

・リストをも
とに改善案
の提案20
項目

８月末時点。
28/60完了。
（内レイアウト
変更等により令
和８年度以降
実施11項目）

☀ 継続

ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

資料２※記載内容については、修正する場合があります
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

A2 1 総務部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A2:オンライン
手続きの拡
充

自宅でできる
サービスの拡
充

市民利便性の
向上、受付業務
の効率化

（関連部課にヒアリン
グの上、KPI設定予
定）書面や電話での
み受付している手続
きの電子申請フォーム
で支所・出張所で受
け付けている手続きを
１００％
ライフイベントに関する
手続きの電子化率１
００％へ（９月末
時点１６/７７件、
約２０％）

・婚姻手続きのLINE
予約
・書面や電話でのみ
受付している手続き
を電子申請フォームに
変更（補助金申請
の電子化など）
・市の規則等での様
式上の不要な押印
箇所の削除

・市の規則
等での様
式上の不
要な押印
箇所の削
除
・書面や電
話でのみ
受付してい
る手続きの
電子申請
フォームで
支所・出
張所で受
け付けてい
る手続きの
変更完
了。

手続き数上位
100件の電子申
請フォーム数の割
合100%

・婚姻LINE予
約について市民
課と調整中。
・電子申請
フォームへの変
更については各
課からの回答を
もとに伴走中。

☀ 継続

A3 1 総務部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A3:市民向
け情報発信と
コミュニケー
ション強化

コミュニケーショ
ンのオンライン
化

市民の利便性
向上

（関連部課にヒアリン
グの上、KPI設定予
定）9月末までに設
定

・支所、出張所から
本庁へのリモート相談
・相談業務の電子予
約

・支所と本
庁間におけ
るteams
チャットの
課題改善

リモート相談件数 ヒアリングにて
teams活用さ
れてないため、
α’で使用を簡易
にする。

☀ 継続

A3 2 総務部 A:市民サー
ビスの改善・
向上

A3:市民向
け情報発信と
コミュニケー
ション強化

市からの情報
提供の見直し
と拡充

市民の利便性
向上および職員
の業務効率化、
生産性向上

（関連部課にヒアリン
グの上、KPI設定予
定）9月末までに設
定
・SNS等でコンビニ交
付件数増：ＫＰＩ:
前年度比10%増
（3,800件）
令和６年度交付件
数38,929件

・市民向けSNS活用 ・該当課の
活用支援

コンビニ交付件
数増に向けて、
ＬＩＮＥ配信
を2・3月に合計
４回実施予
定。

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

B1 1 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

業務棚卸し、
見える化

・業務棚卸しによ
る断捨離・業務
整理
・人事異動時に
おける円滑な引
継ぎの実現、安
定的な市民サー
ビスの提供

仕組み化シートの整
備率（課単
位）:100%

仕組み化シートによる
業務の見える化

仕組み化
シート整備
率:100％

全庁説明会に
おいて説明

☀ 継続

B1 2 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

庁内向け電
子申請の拡
充

職員の業務効
率化、生産性向
上

R7:申請してない人
の現状把握
R8:R7への対策

電子申請の推進 効果確
認：Q2で
使用したこ
とがないと
答えた方へ
のアンケー
ト実施
来年度実
施内容検
討

・現状把握アン
ケート集計中
・5月：ちば電
子の研修実施
・6月：ちば電
子の研修動画
配信
・2025/6/20
時点でちば電子
申請のLGWAN
手続き：61件　
うちR7年度は
21件(8月現
在）

☀ 継続

B1 3 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

紙決裁の廃
止

職員の業務効
率化、生産性向
上

R7.3末で文書の電
子決裁率が、Q平均
で80％
R8年度からの支出伝
票の電子決裁が可能
であること

電子決裁の推進
(歳出伝票事務含
む)

電子決裁
率Q平均
80％
支出伝票
の電子決
裁準備完
了

電子決裁の割
合:100%

目標は、各Qの
平均
5月末現在で、
文書の電子決
裁比率がQ1平
均50.1%

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

B1 4 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

ペーパーレスの
推進

職員の業務効
率化、生産性向
上

現状把握
次年度の目標

毎月、各課使用枚
数の可視化
掲示板で公開　※全
課

・月ごとに
可視化
・各課が来
年の目標
枚数を決
める

ペーパーレス:50%
（対R6比）
＝
・庁内向け資料
（会議資料、議論
用資料等）：
100%達成。
・対市民向け資料
（パンフレット、説
明資料等）：
30%削減を目指
す。ただし、情報が
確実に市民に届く
方法も同時に考慮
する。	現在、年間
200万枚の印刷が
ある大型印刷機の
印刷枚数を30%
削減する。

庁内向け枚数
R6 ：　
4,779,225枚
R7　:　
1,852,821枚
R9　:
（2,389,612
枚

※↑はプリントロ
グベースのカウン
ト。実績ベースだ
と　R7.8月分ま
で↓

R6　:　
8,783,886枚
R7　:　
3,451,804枚
R9　:
（4,391,943
枚

☀ 継続

B1 5a 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

ハンコレスの推
進

職員の業務効
率化、生産性向
上

・歳出伝票の電子決
裁運用開始に向けた
調整
・出先機関に公印を
新設

ハンコレスの推進 ・会計課・
財政課の
運用方法
の見直し
完了
・市の公印
規定の改
正

ハンコレス:50%
（対R6比）

☀ 継続

B1 5b 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

移動レスの推
進

職員の業務効
率化、生産性向
上

・歳出伝票の電子決
裁運用開始に向けた
調整

移動レスの推進 ・会計課・
財政課の
運用方法
の見直し
完了

移動レス:50%
（対R6比）

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

B1 6 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

GISの活用 職員の業務効
率化、生産性向
上

公開型GISに新規搭
載する地図数：2

GISの活用推進 ・公開型
GISへ搭
載
・定例会の
実施（2か
月に1回）

8/25に小型家
電・配色油の回
収場所のマップ
を公開。
８/28ＧＩＳ
研修及び相談
会を実施。

☀ 継続

B1 7A 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

公印の在り方
の見直し

・業務効率化、
生産性向上
・業務改革/改
善スキルの向上

業務改革・改善の創
出数:3

公印の要否、刷り込
み、電子公印につい
て、ルールを明確化す
る。

どうしても公印が
必要なものの明
確化

☀ 継続

B1 7B 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

Teamsの活
用

・業務効率化、
生産性向上
・業務改革/改
善スキルの向上

業務改革・改善の創
出数:3

ネットワークのα'化を
見据え、Teamsが庁
内情報系で利用でき
ることによる活用方法
を検討し、庁内に提
言する。

☀ 継続

B1 7C 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

独自改善施
策の推進

・業務効率化、
生産性向上
・業務改革/改
善スキルの向上

業務改革・改善の創
出数:3

面倒くさいリストに挙
げられた事項から施
策につながるものを検
討

☀ 継続

B1 8 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

会計年度職
員の勤怠管
理の効率化

現在各課で紙
ベースで実施して
いる会計年度職
員の勤怠管理を
デジタル化するこ
とによる職員の稼
働削減

ヒアリングの上、別途
設定（9月末まで

関連課にヒアリングの
上、デジタル化するた
めの仕様を決定、予
算化

R8の対応
検討

・7/14に人事
課/DSKとヒアリ
ングを実施→9
月中に見積もり
もらう予定。端
末がない人の対
応を検討中。給
与明細の件、
DSKと調整中。

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

B1 9 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

バックヤード改
革（先行トラ
イアル課）

バックヤード業務
の効率化、生産
性向上

改善リストの実施
数:19（全部で23
個：7月ヒアリングで
２項目追加）

・研修報告様式見直
し、ペーパーレスなど、
生産性向上に寄与
する施策の実施

・共催だよ
り配布廃
止検討
（ご案内と
する）
・よくある問
い合わせは
QAの更新

9月1日によくあ
る問い合わせを
NICMAの独自
情報を利用して
テスト中。共催
だよりの配布は
８月に廃止済
み。19/23完了

☀ 継続

B1 10 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B1:業務のデ
ジタル化など
によるバックオ
フィス効率化

全課での改善
実施
＜具体的な
施策にブレー
クアウトが必
要＞

・業務改革/改
善スキルの向上
・業務効率化、
生産性向上

（ここから派生した施
策ごとにKPIを設定）
※R7Q2末までに設
定

各課の課題の改善
※BPR研修(伴走支
援)を並行実施(C2-
02)

解決策の
原課での
実行（20
テーマ以
上）

各課の課題の
改善
（対象課の拡
大）

（ここから派生した
施策ごとにKPIを
設定）
※R7Q2末までに
設定

・研修第1回実
施(8/1)
・研修第2回実
施(9/3)
・設定課題
数:20

☀ 継続

B2 1 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B2:柔軟な
組織運営と
職員配置の
適正化

契約事務の
改善

現在、各担当部
署で行っている
入札に係る契約
締結事務を、専
門部署で集約す
ることで、事務の
効率化を図る

専門部署の設置に向
けた調整の完了
（市の本部会議承
認・人事部門との調
整・例規改正）

①契約事務効率化
のための組織検討

令和８年
度組織改
編に向けた
組織規則
の改正

②契約事務の
集約化
③電子契約シ
ステム導入の検
討

・組織案作成
中
・ヒアリング実施
中

☀ 継続

B2 2 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B2:柔軟な
組織運営と
職員配置の
適正化

技術職の適
正配置

現在、市長部局
と教育委員会に
分散している建
築技師等を市長
部局に集約し、
市内公共施設
等の管理を効率
よく行う

専門部署の設置に向
けた調整の完了
（市の本部会議承
認・人事部門との調
整・例規改正）

①技師集約のための
組織検討

令和８年
度組織改
編に向けた
組織規則
の改正

②効果的な公
共施設等の管
理の実施

・組織案作成
中
・ヒアリング実施
中

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

B2 3 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B2:柔軟な
組織運営と
職員配置の
適正化

市民への広報
広聴の強化

市民に対する広
報・広聴部門を
切り分けること
で、専門性をより
持たせ、施策の
充実化を図る

専門部署の設置に向
けた調整の完了
（市の本部会議承
認・人事部門との調
整・例規改正）

①広報・広聴強化の
ための組織検討

令和８年
度組織改
編に向けた
組織規則
の改正

②効果的な市
民参加のあり方
の見直し
③戦略的な広
報活動の実施
④効果的な広
聴活動の実施

・組織案作成
中
・ヒアリング実施
中

☀ 継続

B2 4 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B2:柔軟な
組織運営と
職員配置の
適正化

会計年度任
用職員等の
採用事務の
集約化

現在、各担当部
署で行っている
会計年度任用
職員等の採用に
係る事務を、専
門部署で集約す
ることで、事務の
効率化を図る

人事課内の業務改
善結果を踏まえたうえ
で令和９年度導入に
向けて検討（システ
ム導入）

①採用事務効率化
のための組織検討

令和８年
度組織改
編に向けた
組織規則
の改正

②採用事務の
集約化

・組織案作成
中
・ヒアリング実施
中

☀ 継続

B3 1 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B3:庁内ネッ
トワーク・シス
テムの見直し
による業務効
率化

庁内IT環境
の見直し（三
層分離の見
直し）

職員の業務利
便性および生産
性の向上

三層分離のα'化、三
層分離の見直し方針
決定（R8予算化）

α'化（庁内情報環
境からのm365利
用）、タブレットから
持ち運びしやすいパソ
コンへ統一、三層分
離の見直し（プロコ
ン、方式決定）、R8
予算化

調達に向
けた仕様
書の検討

三層分離の見
直しを含むネット
ワークの再構築
を実施

Teamsアプリ、メー
ルアプリが不便なく
職員の業務用PC
で利用できる。

8/12から9/18
まで検証実施、
本導入に向け
8/5入札等審
査会にて承認
済み

☀ 継続

B3 2 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B3:庁内ネッ
トワーク・シス
テムの見直し
による業務効
率化

クラウドPBX
化

庁内外コミュニ
ケーションの高度
化

実施方針決定、R8
予算化

音声通信のクラウド
化に向けた方式決
定、R8予算化

調達に向
けた仕様
書の検討

クラウドPBXへの
切り替え

PBXの更新が完
了している。
音声対応や録音
機能が実装されて
いる。

R8予算計上に
向けた現地調
査を実施、予算
用見積もりを依
頼中（R7.7末
時点）

☀ 継続

B3 3 総務部 B:庁内効
率化と働き
方改革

B3:庁内ネッ
トワーク・シス
テムの見直し
による業務効
率化

グループウェア
の見直し

職員の業務利
便性および生産
性の向上

実施方針決定、R8
予算化

三層分離の見直しに
伴うグループウェアの
再設計、R8予算化

グループウェ
ア活用策
検討

グループウェアの
利用方法変更

メールやスケジュー
ルはOffice365を
利用している。

α’の実証で
Office365を検
証する

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

C1 1 総務部 C:人材育
成による職
員力向上

C1:職員の
業務改革マイ
ンド醸成

職員向けDX
リテラシー講
座の実施

・職員のDXによ
る業務改革の意
識醸成（改善を
日常業務の一
環とする）

DXリテラシー講座受
講:全職員（90%以
上）
研修の理解度：平
均3.8以上

DXリテラシー講座の
実施、アンケートによ
る効果確認

研修業務
を人事課
に引き継ぐ

第１回委員会
実施
6月24日公示
予定

☀ 継続

C2 1 総務部 C:人材育
成による職
員力向上

C2:職員の
DX、BPRス
キル向上

職員向けDX
研修の実施

・職員のDXリテラ
シーおよびスキル
の向上

受講人数:90人以上
研修の理解度：平
均3.8以上

階層型DX研修の実
施

研修業務
を人事課
に引き継ぐ

第１回委員会
実施
6月24日公示
予定

☀ 継続

C2 2 総務部 C:人材育
成による職
員力向上

C2:職員の
DX、BPRス
キル向上

伴走型BPR
研修の実施

・職員のBPRス
キルの向上（改
善を日常業務の
一環とする）

受講し改善に携わる
職員数:20人以上

実際の改善施策と連
動した伴走型研修の
実施

解決策の
原課での
実行

実際の改善施
策と連動した伴
走型研修の実
施

受講し改善に携わ
る職員数:60人
以上

・研修第1回実
施(8/1)
・研修第2回実
施(9/3)
・設定課題
数:20

☀ 継続

C3 1 総務部 C:人材育
成による職
員力向上

C3:職員によ
るデジタルツー
ルの活用推
進

生成AIの活
用

職員が生成AI
活用によって業
務効率化、生産
性向上を図れる
ようにする

研修及びワークショッ
プへの参加職員
数:160人以上
生成AI利用者
数:500人以上

・研修（勉強会およ
び演習）および「生
成AIに慣れようワーク
ショップ」の実施
・庁内情報環境上で
の実務利用トライアル
および本格運用判断

・なれよう
ワーク実
施:10人
以上
・トライアル
総括
・来年度
以降活用
シナリオ策
定
・業務効
率化測定
方法の確
立
・利用度ア
ンケート実
施

・慣れようワーク
の継続実施
・研修（勉強
会および演習）
の実施
・RAGの活用

・生成AI活用によ
る業務効率化
（▲xxxx時間）
※R7年度中に業
務効率化測定方
法を確立の上、設
定
・業務における生
成AI活用者の割
合を80%以上に
する

・慣れようワー
ク：5月3人、6
月3人
・生成AI研修
実施(7/30)
・トライアル開
始、庁内案内
済、アクティブ
ユーザ151人(7
月末現在)

☀ 継続
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　管理項目   目的      マイルストーン      マイルストーン

進捗管理枝番1
（9領域）

進捗管理枝番2
(施策番号)

 主担当部 施策３本柱 施策９領域
R7年度末時点 R7年度

実施内容
Q4末

到達目標
R8年度
実施内容 R9年度末時点 進捗状況 天気 今後の方

向性
方向性理由

 ロードマップ（実施内容）と四半期ごと達成目標
進捗・課題・アクション・今後の方向性

業革施策分類担当部/
課

C3 2 総務部 C:人材育
成による職
員力向上

C3:職員によ
るデジタルツー
ルの活用推
進

デジタル活用
推進

職員がデジタル
活用によって業
務効率化、生産
性向上を図れる
ようにする

・研修の理解度：平
均3.8以上　・改善し
た業務（受講者対
象）：　
　受講人数×1件以
上
・お悩み募集＆改善
策検討
・次年度実施内容検
討

・MSアプリ研修
（Excel、
PowerPoint）の実
施
・ノーコード・ローコード
ツールを先行事例とし
て活用

・研修受
講者を対
象に業務
改善した
事例を募
集（受講
人数×1
件）
・次年度
実施内容
検討

・研修の理解度　
→Excel：
4.31
　
PowerPoint：
3.82

・悩み相談16
件
※BPR研修フォ
ロー含む→相談
募集を随時に
変更予定

⛅ 継続
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